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上H奥映画解説
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前
批
紀
末、
映
画
が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
わ
れ
て
か
ら
今
日

-
柔
僅
か
六
十
年
足
ら
ず
で
あ
り
ま
す
が、
そ
の
発
展
の
跡
は

ま
こ
と
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
で、
そ
こ
に
賤
さ
れ
た
名
作
の
数

々
ば
二
十
世
紀
世
界
文
化
の
投
軍
な
縮
図
で
あ
る
と
い
つ
て
も

い
い
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
す
ま
い。
し
か
し
貨
重
な
文
化
財
で
あ

ろ
映
画
も、
多
く
の
場
合、
商
品
と
し
て
友
つ
か
わ
れ、
一
定

期
間
の
興
行
を
終
え
る
と、
わ
れ
わ
れ
の
前
か
ら
姿
を
消
し、

そ
の
保
存
と
か
後
日
の
活
用
と
か
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ほ
格
別

の
考
揺
も
払
わ
れ
な
い
の
が
常
で
あ
り
ま
し
た。

国
立
近
代
美
術
館
で
は、
設
立
以
来
同
館
内
に
定
員
約
百
名

の
映
写
室
を
も
つ、
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
設
け、
内

外
古
今
の
停
秀
映
画
の
牧
集
保
存
な
ら
び
に
そ
の
活
用
に
つ
い

て
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す。

今
月
は、
美
術
映
画
を
主
と
し
て、
次
の
映
画
を
毎
日
上
映

．
い
た
し
ま
す。あ

げ
は
ち
よ
う

昭
和
二
十
四
年
度
文
部
大
臣
賀
受
裳
作
品

日
本
映
画
社
製
作

製
作

石

本

統

吉

源
出

太

田

仁

吉

撮
影

鈴

木

喜

代

治

春
か
ら
秋
へ
か
け
て、
私
達
は
沢
山
の
昆
虫
を
見
か
け
ま
す

が、
花
か
ら
花
ヘ
レ．
蜜
を
求
め
て
と
び
廻
る
蝶
の
美
し
い
姿
に

特
に
目
を
ひ
か
れ
ま
す。

こ
の
映
画
は、
そ
の
蝶
の
う
ち
際
立
つ
て
美
し
く
て
立
派
な

「
か
げ
は
ち
ょ
う」
を
取
り
上
げ
て、
産
卵
か
ら
成
虫
に
な
る

ま
で
の
一
ケ
月
間
に、
五
回
も
脱
皮
す
る
有
様
や、
さ
な
ぎ
か

ら
蝶
へ
の
変
り
方
な
ど
を
細
か
く
緑
察
し、
産
卵

1
孵
化

ー

盟

ー
さ
な
ぎ

ー
成
虫
と
移
り
変
る
蝶
の
一
生
と
生

態
を
科
学
的
に、
美
し
く
描
い
て
見
せ
ま
す。
(-―
巻＞

フ
ィ
ル
ム
・

ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に「
モ
ー
ゼ
ス
お
ば
あ
さ
ん」

の
呼
び
名
で
知
ら
れ
た
ア
ン
ナ・
マ
リ
ー・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
モ

ー
ゼ
ス
と
い
う、
一
八
六
0
年
生
れ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
で

い
ま
す。
一
農
家
に
生
れ
た
彼
女
は、
農
家
の、デ
婦
と
し
て
平

凡
な
生
活
を
送
り
な
が
ら、
絵
筆
に
親
し
ん
で
来
ま
し
た。
彼

女
に
と
つ
て
ほ
絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は、
編
物
を
し
た
り、

炊
事
を
し
た
り
す
スa
の
と
同
じ
く、
別
に
特
別
の
仕
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん。
ア
ト
リ
エ
は
痘
至
で、
画
架
も
カ
ン
バ
ス
も
な
く

「
メ
ー
ソ
ナ
イ
ト」
と
い
う
圧
縮
さ
れ
た
木
材
に、
白
ベ
ン
キ

を一ー一
度
塗
っ
た
も
の
を
用
い
ま
す。
一
見
ァ
ン
リ
・
ル
ッ
ソ
ー

を
思
わ
せ
る
様
な
彼
女
の
絵
は、
子
供
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
ゃ
知

つ
て
い
る
事
な
ど
親
し
み
の
あ
る
も
の
ば
か
h
を
描
い
て
い
ま

す
が、
彼
女
が
八
〇
オ
に
な
っ
て
漸
く
そ
の
債
値
を
隊
め
ら
れ

一
九――一
九
年
に
は、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
近
代
美
術
館
で
開
か
れ

た
「
現
代
無
名
画
家
展
賀
会」
に
出
陳
列
さ
れ
ま
し
た。
ト
ル

ー
マ
ン
大
統
頷
か
ら
贈
ら
れ
ナ
裳
を
は
じ
め、
沢
山
の
賀
を
得

て、
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
絵
は、
今
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
を
は
じ

め、
い
ろ
／
＼
な
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
の
映
画
は、
モ
ー
ゼ
ス
お
ば
あ
さ
ん
の
生
い
立
ち
か
ら
日

常
の
生
活
や、
数
々
の
作
品、
そ
れ
に
絵
に
描
か
れ
た
芙
し
い

m
園
風
兼
を
見
せ
て
く
れ
ま
す。
（
天
然
色、
一
六``
、
リ）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
器

Inst
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 of
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ra
 

英
国
ク
ラ
ウ
ン・
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ユ
ニ
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プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作
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製
作

ァ
レ
キ
サ
ン
が
ー・
シ
n
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督
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ウ
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ソ
ン
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世
界
有
数
の
ロ
ン
ド
ン
交
密
楽
団
の
演
奏
で、
標
準
的
な
ニ

管
編
成
の
管
弦
楽
を
要
領
よ
く―!
O
分
の
問
に
教
え
込
も
う
と

い
う
計
画
の
も
と
に
作
製
さ
れ
た
映
画
で
す。

力
強
い
総
奏
に
始
ま
り、
や
が
て
木
管
群、
金
管
群、
弦
群

打
楽
器
群
の
合
奏
に
移
り、
再
び
総
奏
で
一
段
落
し
ま
す。
次

モ
ー
ゼ
ス
お
ば
あ
さ
ん
G
ran
d
ma

Moses

い
で
個
々
の
楽
器
を、
木
管
ー
フ
リ
ュ
ー
ト、
ビ
ッ
コ
ロ
、
オ

ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト、、
パ
ス
ー
ン
、
弦
ー
第一
•
第
二．^

イ
オ
リ
ン、
ビ
オ
ラ、
チ
ェ
ロ
、
ダ
プ
ル
ベ
ー
ス
そ
れ
に
＾
1

プ
金
管
ー
ホ
ル
ン、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト、
ト
ロ
ン
ポ
ー
ン
、
チ
ュ．

ー
バ、
打
楽
器
Iーデ
ィ
ン
パ
ニ
イ、
大
太
鼓、
シ
ム
バ
ル、
ク．

ン
バ
リ
ン、
ト
ラ
イ
ア
ン
ゲ
ル、
サ
イ
ド
ド
ラ
ム
、
チ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
・
ブ
ロ
ッ
ク、
木
琴、
カ
ス
ク
ネ
ッ
ト、
ゴ
ン
グ
の
順
に

音
色
か
ら
演
奏
技
功
を
紹
介
し
ま
す°
更
に
ど
ッ
コ
ロ
か
ら
始

ま
つ
て
総
奏
に
ま
で
高
ま
り、
終
曲
へ
と
｝唱
か
れ
ま
す。

ペ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
リ
ッ
テ
ン
作
曲
の
「
青
少
年
の
た
め
の

管
弦
楽
入
門
l（バ
ー
セ
ル
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
と
フ
ー
ガ）

も
素
睛
ら
し
い
も
の
で
す
が、
我
が
国
で
は
青
少
年
は
勿
論
の

こ
と、
専
門
家
筋
で
も
「
管
弦
楽
団
員
に
も
教
え
る
こ
と
が
多

々
あ
り、
指
揮
法
の
勉
強
に
も
な
る」
と
好
評
を
得
て
い
ま

ナ。
（
二
巻）

な
お、
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
ィ
プ
ラ
リ
ー
開
設
以
来、
上
映
し
た

映
画
そ
の
他
は
次
の
と
お
り
で
す。

一
九
五一一
年
ご一
月

0
桃
山
美
術
〈
二
巻）

〇
ど
カ
ソ
訪
問
（
仏、
二
巻）

〇
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ワ
ト
キ
ン
ズ
G
米、
一
六`‘、
リ
）

一
九
五
三
年一
月

0
上
代
彫
刻
（
二
巻〗）

O
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
（
伊、
一
巻）

0
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
（
伊‘
i
巻）

〇
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
英、
天
然
色一
巻）

C
美
術
学
生
連
盟
（
米`
一
六
ミ
リ）

同
竺一
月

0
中
羽
寺
（一
六
ミ
リ）

O
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ッ
ホ
ナ
ー
（
独、
一
六
ミ
リ
）

〇
ス
n
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
英、
天
然
色―
巻）

〇
ロ
ン
ド
ン
（
英、
天
然
色
1

巻）

△
文
部
省
天
然
色
幻
橙
画
「
泰
西
名
画
集」

こ
の
ほ
か、
一一
月
―
一
日
よ
り
四
月
中
旬
ま
で、
毎
週
水
曜

日
に、
サ
イ
レ
ン
ト
時
代
の
代
表
作、
ド
イ
ッ
映
画
「
ジ
ー
ク

マ
リ
ー
ト」
を
上
映
し
て
い
ま
す。


